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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色、緑色、および青色のカラーフィルタを備えた第１の基板と、ゲート信号線および
ドレイン信号線を備えた第２の基板を備える液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに対
して発光する光源とを備え、該光源は複数の赤色発光素子、複数の緑色発光素子、および
複数の青色発光素子とから構成されるものであって、
　前記第２の基板は、前記ゲート信号線と前記ドレイン信号線で囲まれた画素領域が複数
形成され、当該画素領域のそれぞれは、前記カラーフィルタの各色に対応するように配置
され、
　前記第１の基板のカラーフィルタおよび前記画素領域は、各色で面積が異なり、
　最も面積の大きな画素が担当する色に相当する色の発光素子の数が他の色の発光素子の
数よりも少なくなっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　赤色、緑色、および青色のカラーフィルタを備えた第１の基板と、ゲート信号線および
ドレイン信号線を備えた第２の基板を備える液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに光
を透過させる光源とを備え、該光源は複数の赤色発光素子、複数の緑色発光素子、および
複数の青色発光素子とから構成されるものであって、
　前記第２の基板は、前記ゲート信号線と前記ドレイン信号線で囲まれた画素領域が複数
形成され、当該画素領域のそれぞれは、前記カラーフィルタの各色に対応するように配置
され、
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　前記第１の基板のカラーフィルタおよび前記画素領域は、各色で面積が異なり、
　最も面積の小さな画素が担当する色に相当する色の発光素子の数が他の色の発光素子の
数よりも多くなっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示パネルの背面に配置される導光板を備え、
　前記光源は、当該導光板の少なくとも二辺の側面に、該側面の長手方向に沿って並設さ
れる各色の発光素子から構成され、
　各辺の光源において、各色の発光素子の数の割合は同じであることを特徴とする請求項
１から２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記各辺の光源は、発光素子の列が２列に形成されていることを特徴とする請求項３に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記発光素子は、発光ダイオードであることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に係り、少なくともカラー表示用の液晶表示パネルとバックライ
トで構成される液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルは、液晶を介して対向配置される各基板を外囲器とし、該液晶の広がり
方向に多数の画素が備えて構成されている。
　そして、各画素はその部分において独立に電界を発生させる手段を備え、この電界によ
って当該画素の液晶の光透過率を制御するようになっている。
　このため、通常は該液晶表示パネルの背面にはバックライトを配置させ、このバックラ
イトからの光を各画素を通して観察者が観察できるようになっている。
　なお、カラー用の液晶表示パネルにあっては互いに隣接する３個のそれぞれの画素（カ
ラー表示用の単位画素）に赤色、緑色、青色の各フィルターを内蔵させ、これら各フィル
タを通して得られる光の混色で所定の色の画素表示を認識できるようになっている。
　また、バックライトとして、その光源を赤色、緑色、青色の各発光ダイオードをそれぞ
れ同数でかつ複数用い、それらの混色で得られる白色光を用いたものが知られている（特
許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－６６５６９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、このように構成された液晶表示装置は、そのバックライトにおいて、上
述したように、白色光を出射させるために赤色、緑色、青色の各発光ダイオードを同数用
意する必要があり、それらの数の割合を変更することは考えられていなかったものであっ
た。
　各色の発光ダイオードの数の割合を変更すれば、白色光が得られず、各画素のフィルタ
ーを通した光は所望の色でなくなってしまうからである。
　このため、バックライトの作成にあって、その製作の自由度に制限が付され、その解決
策が望まれていた。
　本発明は、このような事情に基づいてなされたもので、その目的は、バックライト等の
製作の自由度を図ることのできる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下の
とおりである。
（１）本発明による液晶表示装置は、たとえば、赤色、緑色、および青色のカラーフィル
タを備えた第１の基板と、ゲート信号線およびドレイン信号線を備えた第２の基板を備え
る液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに対して発光する光源とを備え、該光源は複数
の赤色発光素子、複数の緑色発光素子、および複数の青色発光素子とから構成されるもの
であって、前記第２の基板は、前記ゲート信号線と前記ドレイン信号線で囲まれた画素領
域が複数形成され、当該画素領域のそれぞれは、前記カラーフィルタの各色に対応するよ
うに配置され、前記第１の基板のカラーフィルタおよび前記画素領域は、各色で面積が異
なり、最も面積の大きな画素が担当する色に相当する色の発光素子の数が他の色の発光素
子の数よりも少なくなっていることを特徴とするものである。
【０００６】
（２）本発明による液晶表示装置は、たとえば、赤色、緑色、および青色のカラーフィル
タを備えた第１の基板と、ゲート信号線およびドレイン信号線を備えた第２の基板を備え
る液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに光を透過させる光源とを備え、該光源は複数
の赤色発光素子、複数の緑色発光素子、および複数の青色発光素子とから構成されるもの
であって、
　前記第２の基板は、前記ゲート信号線と前記ドレイン信号線で囲まれた画素領域が複数
形成され、当該画素領域のそれぞれは、前記カラーフィルタの各色に対応するように配置
され、
　前記第１の基板のカラーフィルタおよび前記画素領域は、各色で面積が異なり、
　最も面積の小さな画素が担当する色に相当する色の発光素子の数が他の色の発光素子の
数よりも多くなっていることを特徴とするものである。
【００１２】
（３）本発明による液晶表示装置は、上記（１）から（２）のいずれかの構成を前提とし
、前記液晶表示パネルの背面に配置される導光板を備え、前記光源は、当該導光板の少な
くとも二辺の側面に、該側面の長手方向に沿って並設される各色の発光素子から構成され
、各辺の光源において、各色の発光素子の数の割合は同じであることを特徴とするもので
ある。
【００１３】
（４）本発明による液晶表示装置は、上記（３）の構成を前提とし、前記各辺の光源は、
発光素子の列が２列に形成されていることを特徴とするものである。
（５）本発明による液晶表示装置は、上記（３）の構成を前提とし、前記発光素子は、発
光ダイオードであることを特徴とするものである。
【００１４】
　なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。
【発明の効果】
【００１５】
　このように構成される液晶表示装置は、基本的には、カラー表示用の単位画素のそれぞ
れの各色を担当する画素の光透過量あるいは開口率を変更させることによって、その変更
量に応じて光源の各色の発光素子の数を設定させるようにしたものである。
　ちなみに、光源としては各発光素子からの光は白色光とはならないが、各画素を通過し
た光は従来どおり液晶の光透過量に応じて赤色、緑色、青色の光が観察者に至ることにな
る。
　また、カラー表示用の単位画素のうち光透過量あいるは開口率が低減してしまう画素が
存在することになるが、これは対応する色の発光素子の数が多くなって光の強度が増加す
ることから、その点における不都合は生じないものとなる。
　したがって、このようにすることによって、逆に、光源に用いる各色の発光素子の数を
それぞれ任意に設定したい場合に、各色を担当する画素の光透過量あるいは開口率を変更
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させればよいことになり、バックライト等の製作の自由度を図ることができるようになる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明による液晶表示装置の実施例を図面を用いて説明する。
  図２は、モジュール化された本発明による液晶表示装置を分解した斜視図を示している
。
  図２に示すように、液晶表示装置は、シールドケースＳＣ、視角拡大フィルムＶＡＭ、
液晶表示パネルＰＮＬ、プリズムシートＰＳ、およびバックライトＢＬが積層され一体と
なっている。
【００１７】
　ここで、シールドケースＳＣは液晶表示パネルＰＮＬの表示部に対向する部分に表示窓
ＤＷが形成された枠体となっており、その周辺において前記バックライトＢＬに固定され
ることによって、視角拡大フィルムＶＡＭ、液晶表示パネルＰＮＬ、プリズムシートＰＳ
を内蔵するようになっている。
【００１８】
　また、バックライトＢＬは、少なくとも液晶表示パネルＰＮＬの表示部に対向して配置
される導光板ＣＬＢと、この導光板ＣＬＢの少なくとも一辺に配置される光源ＬＧを有し
、該光源ＬＧからの光は該導光板ＣＬＢの側面から内部に入射された後に、液晶表示パネ
ルＰＮＬに対向する面側に出射されるようになっている。
【００１９】
　ここで、前記光源ＬＧとしては、複数の赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、複数の緑
色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、複数の青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂが混在され
たものとして構成されている。
【００２０】
　図３は、液晶表示パネルＰＮＬの詳細を示す平面図である。この液晶表示パネルＰＮＬ
は、液晶を介して対向配置される各基板（たとえばガラス基板）からなるパネルと、その
周辺に取り付けられる液晶駆動回路とで構成されている。
  パネルを構成する各基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２は液晶を囲むようにして形成されたシール
材ＳＬによって互いに固着され、該シール材ＳＬによって囲まれた領域内にて表示部ＡＲ
が構成されている。
  なお、この表示部ＡＲには複数のゲート信号線ＧＬおよび複数のドレイン信号線ＤＬが
形成され、各ゲート信号線ＧＬの一端は前記液晶駆動回路のうちの一方の走査信号駆動回
路Ｖに接続され、各ドレイン信号線ＤＬの一端は前記液晶駆動回路のうちの他方の映像信
号駆動回路Ｈｅに接続されている。
【００２１】
　図４は、図３に対応した図で、表示部ＡＲにおける各画素の構成を示した図である。各
画素は、図中ｘ方向に延在しｙ方向に並設されるゲート信号線ＧＬとｙ方向に延在しｘ方
向に並設されるドレイン信号線ＤＬとで囲まれた領域を有し、これら各領域に一方のゲー
ト信号線ＧＬからの走査信号の供給によってオンされる薄膜トランジスタＴＦＴと、この
薄膜トランジスタＴＦＴを介してドレイン信号線ＤＬからの映像信号が供給される画素電
極と、この画素電極と液晶を介して配置される対向電極とを備えて構成されている。
  なお、対向電極は前記映像信号に対して基準となる信号（Ｖｃｏｍ）が供給され、各画
素に共通となっている。
【００２２】
　図１（ａ）は、前記各画素のうち隣接する３個の画素の具体的構成を示した平面図を示
し、該３個の画素は、それぞれ赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）を担当するもので、これら
はカラー表示における単位画素として構成されている。
  これら各画素は、その領域にわたってほぼ全域的に形成されたたとえばITO (Indium Ti
n Oxide)、ITZO(Indium Tin Zinc Oxide)、IZO (Indium Zinc Oxide)、SnO2（酸化スズ）
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、In2O3（酸化インジウム）等の透光性の画素電極ＰＸに、薄膜トランジスタＴＦＴを介
して対応するドレイン信号線ＤＬに接続されており、該薄膜トランジスタＴＦＴはそれを
駆動するゲート信号線ＧＬに重畳されて形成されている。該ゲート信号線ＧＬはその一部
において該薄膜トランジスタＴＦＴのゲート電極として機能させているからである。
【００２３】
　このため、これら各画素の開口率（光透過量）はこれら各画素を囲む一対のゲート信号
線ＧＬと一対のドレイン信号線ＤＬとで囲まれる領域の面積にほぼ対応するようになる。
この領域のほぼ全域に形成された各画素電極ＰＸと液晶を介して他方の基板の該液晶側に
各画素に共通に形成される対向電極（図示せず）によって該液晶に電界を生じせしめ、こ
の電界によって液晶の光透過率が制御されるからである。
【００２４】
　そして、図１に示すように、それぞれ赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、を担当する３個
の各画素は、一対のゲート信号線ＧＬと一対のドレイン信号線ＤＬとで囲まれる領域の面
積が異なって形成されている。この関係は、他のカラー表示における単位画素においても
同様となっている。
  図１では、たとえば図中左側の画素が赤色を担当し、図中右側の画素が青色を担当し、
真中の画素が緑色を担当している。
【００２５】
　図１（ｂ）は、図１（ａ）に示すカラー用の単位画素を等価回路で表した図である。隣
接する一対のゲート信号線ＧＬと隣接する一対のドレイン信号線ＤＬとで囲まれた領域に
おいて、薄膜トランジスタＴＦＴと画素電極ＰＸとの接続関係は上述したとおりであるが
、さらに容量素子Ｃａｄｄが画素電極ＰＸと前記薄膜トランジスタＴＦＴと駆動するゲー
ト信号線ＧＬとは異なる他方のゲート信号線ＧＬとの間に形成されていることを示してい
る。
  この容量素子Ｃａｄｄは、画素電極Ｘに供給された映像信号を比較的長く蓄積させるた
め等の理由で形成されたものである。
【００２６】
　他に、画素電極ＰＸと液晶を介在させた対向電極ＣＴとの間の容量Ｃｌｃ、また、寄生
容量として、ゲート信号線ＧＬと薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極（画素電極ＰＸと
接続される側の電極）との間の容量Ｃｇｓ、薄膜トラジスタＴＦＴとソース電極（画素電
極ＰＸ）と一方の側のドレイン信号線ＤＬとの間の容量Ｃｄ１、薄膜トラジスタＴＦＴと
ソース電極（画素電極ＰＸ）と他方の側のドレイン信号線ＤＬとの間の容量Ｃｄ２を示し
ている。
【００２７】
　なお、これら各画素の大きさ（光透過率、開口率）が同じでない場合、各画素の容量（
画素容量）が異なって形成されることになり、これらを等しくするためには、少なくとも
容量ＣｇｓあるいはＣａｄｄで補正する必要があるが、このことについては後述する。
【００２８】
　図５は、図１（ａ）の平面図におけるＡ－Ａ’線における断面図を示したものである。
各画素は液晶を介して対向配置される基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２のそれぞれの液晶側の面に
構成されている。
【００２９】
　基板ＳＵＢ１の液晶側の面には絶縁膜ＧＩを介して薄膜トランジスタＴＦＴを構成する
半導体層ＡＳが形成され、この薄膜トランジスタＴＦＴは前記絶縁膜ＧＩの下層に形成さ
れるゲート信号線ＧＬ（図示せず）によって駆動されるようになっている。薄膜トランジ
スタＴＦＴの上面には該薄膜トランジスタＴＦＴをも被って保護膜ＰＡＳが形成され、こ
の保護膜ＰＡＳの表面には画素電極ＰＸが形成されている。この画素電極ＰＸは該保護膜
ＰＡＳに形成されたスルーホール（図示せず）を通して前記薄膜トランジスタＴＦＴのソ
ース電極（ドレイン信号線ＤＬと接続された電極とは反対側の電極）と接続されている。
また、この画素電極ＰＸの上面には該画素電極ＰＸをも被って配向膜ＯＲＩ１が形成され
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ている。
【００３０】
　また、基板ＳＵＢ２の液晶側の面には、各画素の担当すべき色に対応したカラーフィル
タＦＩＬが形成され、このカラーフィルタＦＩＬの上面には該カラーフィルタＦＩＬをも
被って平坦化膜ＯＣが形成されている。そして、この平坦化膜ＯＣの上面には各画素に共
通に対向電極ＣＴが形成され、この対向電極ＣＴの上面には配向膜ＯＲＩ２が形成されて
いる。
  なお、図５においては、バックライトＢＬの導光板ＣＬＢおよび光源（エッジライト）
ＬＧをも併せて記載している。
【００３１】
　図６は、図５に示す部分を平面的に見た図であり、前記光源ＬＧにおいて、それを構成
する赤色（Ｒ）発光ダイオード、緑色（Ｇ）発光ダイオード、青色（Ｂ）発光ダイオード
の数の割合を示した図である。
  図中、赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒは４個、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ
は３個、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂは２個配置されている。
  この各色の発光ダイオードの数の割合は、赤色（Ｒ）を担当する画素の光透過量（開口
率）、緑色（Ｇ）を担当する画素の光透過量（開口率）、青色（Ｂ）を担当する画素の光
透過量（開口率）にほぼ反比例させて定めたものである。
【００３２】
　なお、赤色（Ｒ）を担当する画素は図中左側に、緑色（Ｇ）を担当する画素はさらにそ
の右側に、青色（Ｂ）を担当する画素はさらにその右側に示している。
  すなわち、同図に示す赤色（Ｒ）を担当する画素の光透過量（開口率）は２、緑色（Ｇ
）を担当する画素の光透過量（開口率）は３、青色（Ｂ）を担当する画素の光透過量（開
口率）は４の割合となっており、光透過量が大きくなるにつれ、それに対応する色の発光
ダイオードの数を減少させていることにある。
【００３３】
　ここで、各色を担当する画素の光透過量と各色の発光ダイオードの数の関係は上述した
ように必ずしも厳格にする必要はない。
  図５、図６のそれぞれに対応させて描いたたとえば図７（ａ）、図７（ｂ）の構成の場
合において、図７（ｂ）に示すように、緑色（Ｇ）を担当する画素の開口率と青色（Ｂ）
を担当する画素の開口率とがほぼ同じであって、赤色（Ｒ）を担当する画素の開口率がそ
れらよりも小さくなっており、バックライトＢＬを構成する赤色（Ｒ）発光ダイオードＬ
ＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の
割合は上述に示したようにしている。このようにした場合であっても、観察者が認識する
色は、その変化をほとんど感じることなく済むからである。
【００３４】
　また、図７（ａ）、（ｂ）に対応させて描いたたとえば図８（ａ）、（ｂ）の構成の場
合において、図８（ｂ）に示すように、赤色（Ｒ）を担当する画素の開口率と緑色（Ｇ）
を担当する画素の開口率とがほぼ同じであって、青色（Ｂ）を担当する画素の開口率がそ
れらよりも大きくなっており、バックライトを構成する赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤ
ｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合
は、順次たとえば４、４、２のようにしてもよい。
【００３５】
　また、図７（ａ）、（ｂ）に対応させて描いたたとえば図９（ａ）、（ｂ）の構成の場
合において、図９（ｂ）に示すように、赤色（Ｒ）を担当する画素の開口率と緑色（Ｇ）
を担当する画素の開口率とがほぼ同じであって、青色（Ｂ）を担当する画素の開口率がそ
れらよりも小さくなっており、バックライトを構成する赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤ
ｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合
は、順次たとえば５、２、２のようにしてもよい。
【００３６】
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　また、図７（ａ）、（ｂ）に対応させて描いたたとえば図１０（ａ）、（ｂ）の構成の
場合において、図１０（ｂ）に示すように、赤色（Ｒ）を担当する画素の開口率と緑色（
Ｇ）を担当する画素の開口率とがほぼ同じであって、青色（Ｂ）を担当する画素の開口率
がそれらよりも大きくなっており、バックライトを構成する赤色（Ｒ）発光ダイオードＬ
ＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の
割合は、順次たとえば２、２、５のようにしてもよい。
【００３７】
　図１１は、上述したように、光源ＬＧを構成する赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、
緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合が定
まった場合において、該バックライトＢＬそれ自体の光の強度を向上させるため、同割合
からなる赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色
（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの他の光源ＬＧ２を導光板の対向する側面側にも設けるこ
とを示したものである。
  同図では、簡便化のためカラー表示の単位画素の両脇にそれぞれ光源を配置させて描い
ているが、実際には図２に示した導光板ＣＬＢの両脇に相当する各辺の側面に配置するよ
うになっている。
【００３８】
　図１２は、さらにバックライトＢＬそれ自体の光の強度をさらに向上させるため、導光
板ＣＬＢの４辺のそれぞれの側面に光源ＬＧを配置させたもので、この場合に各辺におけ
る光源の赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色
（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合は同じとなっている。
  なお、赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色
（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合は、カラー表示の単位画素において、赤色（Ｒ
）を担当する画素、緑色（Ｇ）を担当する画素、青色（Ｂ）を担当する画素の開口率（光
透過量）によって定めたものであることはいうまでもない。
【００３９】
　図１３は、導光板ＣＬＢの対向する一対の辺のそれぞれに光源を配置させる場合におい
て、これまで画素の両脇に相当する位置に配置させていたのに対し、画素の上下に相当す
る位置に配置させるようにしたものである。換言すれば、液晶表示パネルＰＮＬに形成さ
れるゲート信号線ＧＬにほぼ平行となるように光源ＬＧの発光ダイオードＬＥＤを並設さ
せていることにある。
【００４０】
　図１４は、光源ＬＧを導光板ＣＬＢのたとえば一辺を除く他の三辺の側面にそれぞれ配
置させたものを示し、この場合、一辺には赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、他の辺に
は緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、残りの他の一辺には青色（Ｂ）発光ダイオードＬ
ＥＤｂを配置させるようにしたものである。
  この場合、全部の発光ダイオードにおいて、赤色（Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、緑色
（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイオードＬＥＤｂの数の割合は、カラ
ー表示の単位画素において、赤色（Ｒ）を担当する画素、緑色（Ｇ）を担当する画素、青
色（Ｂ）を担当する画素の開口率（光透過量）によって定めたものであることはいうまで
もない。
【００４１】
　図１５（ａ）は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図である。
この場合においてもカラー表示の単位画素を示し、たとえば図１と対応した図となってい
る。
  まず、図１と比較して異なる構成は、図中ｘ方向に並設される各画素内にそれらに共通
なストレージ信号線ＳＬが形成されている。
  このストレージ信号線ＳＬはたとえばゲート信号線ＧＬと同層でかつ同材料で形成され
、各薄膜トランジスタＴＦＴのソース電極（画素電極）との間に容量素子Ｃｓｔｇを構成
するようになっている。この容量素子Ｃｓｔｇの誘電体膜は該ストレージ信号線ＳＬとソ
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ース電極との間に介在される絶縁膜ＧＩとなる。
【００４２】
　この場合においても、カラー表示の単位画素を構成する３個の各画素の占める面積（隣
接する一対のゲート信号線ＧＬと隣接する一対のドレイン信号線ＤＬとで囲まれる領域）
はそれぞれ異なって形成されている。上述したように、バックライトＢＬに組み込まれる
各色の発光ダイオードＬＥＤのそれぞれの数に対応させて各色を担当する画素の開口率（
光透過量）を変えているからである。
【００４３】
　この場合、カラー表示の単位画素を構成する３個の各画素の容量素子Ｃｓｔｇの容量値
もそれぞれ異なる値に構成されている。すなわち、面積の小さな画素においては当該容量
素子Ｃｓｔｇの容量値は大きく、画素の面積が大きくなるにつれその容量素子Ｃｓｔｇの
容量値は小さくなるように構成されている。
【００４４】
　各画素における容量素子Ｃｓｔｇはストレージ信号線ＳＬとソース電極の重畳領域で形
成されていることから、これらの重畳領域の面積を変えることによって、その容量値を変
えることができる。
【００４５】
　このようにした理由は、画素の面積が小さくなった（大きくなった）場合、当該容量素
子Ｃｓｔｇを含む画素容量が小さくなって（大きくなって）しまうことから、各画素の画
素容量をほぼ等しくするため、当該容量素子Ｃｓｔｇの容量を大きく（小さく）形成する
ようにしたものである。
【００４６】
　図１５（ｂ）は、図１５（ａ）に示した構成を等価回路で示した図である。同図におい
て、カラー表示用の各画素の容量素子Ｃｓｔｇと寄生容量Ｃｇｓが当該画素の光透過量あ
るいは開口率に応じて異なってくる。
【００４７】
　図１６は、図１５（ａ）に示した構成にさらに改良を加えた構成を示す平面図である。
  図１５（ａ）の場合と比較して異なる構成は、上述のように各画素の容量素子Ｃｓｔｇ
の容量値を変化させる際に、ゲート信号線ＧＬとそれに隣接して配置されるストレージ信
号線ＳＬとの対向する幅の変化を極力抑制せんとしていることにある。
【００４８】
　すなわち、ストレージ信号線ＳＬとソース電極ＳＴとの重畳領域部をゲート信号線ＧＬ
と直交する方向に突出させる場合には画素領域の中央側に突出させ、該ゲート信号線ＧＬ
側へは突出させない構成としている。この場合、ストレージ信号線ＳＬとソース電極ＳＴ
との重畳領域部を画素領域の中央側へ突出させる場合に、開口率の低下をもたらすことか
ら、その突出は最小限に抑えるとともに、ストレージ信号線ＳＬの伸長方向に該重畳領域
を延在させるようにしている。
【００４９】
　これにより、ストレージ信号線ＳＬとゲート信号線ＧＬの互いに対向する部分はその長
さは若干異なるが、その幅は等しく、これにより、それらの間の寄生容量をほぼ一定とす
ることができるようになる。
【００５０】
　図１７（ａ）は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図である。
この実施例では、各画素にストレージ信号線ＳＬを備えておらず、図１に示した構成とほ
ぼ同様となっている。
  そして、このような構成における画素において、図１６に示した思想を適用させたもの
である。
【００５１】
　すなわち、当該画素を駆動させるゲート信号線ＧＬと当該画素にて形成される画素電極
ＰＸとの間の距離を各画素の面積の大きさにともなって変えていることにある。
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  小さな面積の画素における前記ゲート信号線ＧＬと画素電極ＰＸの離間距離を小さく、
画素の面積が大きくなるに従い、当該画素における前記ゲート信号線ＧＬと画素電極ＰＸ
の離間距離を大きく構成している。
【００５２】
　このことは換言すれは、ゲート信号線ＧＬと画素電極ＰＸとの対向長さが小さい画素に
おいて、前記ゲート信号線ＧＬと画素電極ＰＸの離間距離を小さく、画素のゲート信号線
ＧＬと画素電極ＰＸとの対向長さが大きくなるに従い、当該画素における前記ゲート信号
線ＧＬと画素電極ＰＸの離間距離を大きく構成している。
  このようにすることによって、各画素において、ゲート信号線ＧＬと画素電極ＰＸとの
間の寄生容量Ｇｇｓをほぼ同じにすることができるように構成できる。
【００５３】
　図１７（ｂ）は、図１７（ａ）に示した構成を等価回路として示した図である。同図に
おいて、カラー表示用の各画素の寄生容量Ｃｇｓが当該画素の光透過量あるいは開口率の
大小に拘わらずほぼ一定となっている。
【００５４】
　図１８（ａ）は、本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す平面図である。
同図は図１に対応する図でストレージ信号線ＳＬを有しない構成のものである。しかし、
ストレージ信号線ＳＬが形成されたものにあっても適用できる。
【００５５】
　各画素における薄膜トランジスタＴＦＴに特徴を有するからである。すなわち、カラー
表示の単位画素を構成する３個の各画素の薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル幅が異なっ
て形成されており、面積の小さな画素においては当該薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル
幅は小さく、画素の面積が大きくなるにつれその薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル幅は
大きくなるように構成されている。
【００５６】
　画素の面積が大きい場合に、その面積に応じた電流が必要となるから、当該薄膜トラン
ジスタＴＦＴのチャネル幅を大きくして、該薄膜トランジスタＴＦＴに流れる電流を大き
くさせる趣旨である。
【００５７】
　図１８（ａ）の場合、ゲート信号線ＧＬに重畳されて薄膜トランジスタＴＦＴが形成さ
れ、そのチャネル幅は該ゲート信号線ＧＬの走行方向に一致づけられているため、各薄膜
トランジスタＴＦＴのドレイン信号線ＤＬと接続されるドレイン電極ＤＴは当該画素の面
積に応じた長さでゲート信号線ＧＬの走行方向に延在され、該ドレイン電極ＤＴと対向し
て形成されるソース電極ＳＴも当該画素の面積に応じた幅で形成されている。
【００５８】
　図１８（ｂ）は、図１８（ａ）に示した構成を等価回路として示した図である。同図に
おいて、カラー表示用の各画素の薄膜トラジスタＴＦＴは当該画素の光透過量あるいは開
口率に応じてそのチャネル幅が異なっている。
【００５９】
　図１９は、図１８（ａ）に示した構成にさらに改良を加えた構成を示す平面図である。
  図１８（ａ）の場合と比較として異なる構成は、カラー表示用の単位画素において、そ
れぞれの画素の薄膜トランジスタＴＦＴのチャネル幅に応じて該薄膜トランジスタＴＦＴ
に映像信号を供給するドレイン信号線ＤＬの幅を大きくしていることにある。
【００６０】
　すなわち、チャネル幅の小さい薄膜トランジスタＴＦＴを有する画素に映像信号を供給
するドレイン信号線ＤＬは、その幅が小さく、チャネル幅の大きい薄膜トランジスタＴＦ
Ｔを有する画素に映像信号を供給するドレイン信号線ＤＬは、その幅が大きく形成されて
いることにある。
  各画素の画素容量に合わせてドレイン信号線ＤＬの幅を変えることによって、各ドレイ
ン信号線ＤＬにおける信号の遅延によるばらつきを抑制するためである。
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【００６１】
　図２０は、本発明による液晶表示装置のバックライトＢＬの他の構成を示す説明図であ
る。
  導光板ＣＬＢに一側面に光源ＬＧが配置され、この光源ＬＧは上述したように、赤色（
Ｒ）発光ダイオードＬＥＤｒ、緑色（Ｇ）発光ダイオードＬＥＤｇ、青色（Ｂ）発光ダイ
オードＬＥＤｂが予め設定された数で配置され該一側面の延在方向に沿って並設されてい
る。
  そして、これら各発光ダイオードＬＥＤは、この実施例の場合、２段で配置されている
。
【００６２】
　すなわち、前記導光板ＣＬＢの一側面において、液晶表示パネルＰＮＬ側に各色の発光
ダイオードＬＥＤが該一側面の延在方向に沿って並設されて一段目の発光ダイオード列を
形成し、該液晶表示パネルＰＮＬと反対側に各色の発光ダイオードＬＥＤが該一側面の延
在方向に沿って並設されて二段目の発光ダイオード列を形成している。
  バックライトＢＬの光の強度を向上させるためであり、このことから、２段に限らず３
段あるいはそれ以上の段で光源を構成するようにしていもよい。
【００６３】
　図２０（ｂ）は一段目の発光ダイオード列を示し、図２０（ｃ）は二段目の発光ダイオ
ード列を示した図である。一段目の発光ダイオード列はその一端側から赤、緑、赤、青、
……緑と配置され、二段目の発光ダイオード列もその一端側から赤、緑、赤、青、……緑
と配置され、それらの並びは全く同じとなっている。
【００６４】
　図２１は、二段に配列された各発光ダイオード列の他の実施例を示した図である。図２
１（ａ）は一段目の発光ダイオード列を示し、図２１（ｂ）は二段目の発光ダイオード列
を示している。一段目の発光ダイオード列はその一端側から赤、緑、青、赤……赤、緑、
青というように、各色の発光ダイオードＬＥＤがその数を同じくして配置されているのに
対し、二段目の発光ダイオード列はたとえば、赤、緑、赤、青、……緑というように、そ
の数が異なって配置されている。
【００６５】
　なお、二段目の各色の発光ダイオードＬＥＤのそれぞれの数は、カラー表示用の単位画
素の対応する色を担当する画素の面積に応じて決定されていることは上述したとおりであ
る。
  なお、このような各発光ダイオードの配列は、一段目と二段目とが入れ替わって配置さ
れる構成であってもよいことはもちろんである。
【００６６】
　図２２は、二段に配列された各発光ダイオード列の他の実施例を示した図である。図２
２（ａ）は一段目の発光ダイオード列を示し、図２２（ｂ）は二段目の発光ダイオード列
を示している。一段目の発光ダイオード列はその一端側から赤、緑、青、赤……赤、緑、
青というように、各色の発光ダイオードがその数を同じくして配置されているのに対し、
二段目の発光ダイオード列はたとえば赤の発光ダイオードのみが複数配置された構成とな
っている。
【００６７】
　この場合、一段目、二段目において、赤色の発光ダイオードの数が最も多く、それ以下
の数で緑色および青色の発光ダイオードの数が同数となっている。このため、カラー表示
用の単位画素の対応する色を担当する画素の面積もそれにほぼ対応した関係となっている
。
  なお、このような各発光ダイオードの配列は、一段目と二段目とが入れ替わって配置さ
れる構成であってもよいことはもちろんである。
【００６８】
　図２３は、本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す説明図である
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。同図に示すように、導光板ＣＬＢに一側面に光源ＬＧが配置されている。この光源ＬＧ
は該一側面の長て方向に並設された多数の発光ダイオードと、この発光ダイオードからの
光を該一側面側へ反射させる凹面鏡ＣＣＭからなる反射板とから構成されている。
【００６９】
　ここで、前記発光ダイオードは導光板の一側面に直接光を照射する導光板側発光ダイオ
ード列ＬＥＤＡ１と、前記反射板を介して前記導光板の一側面に反射光を照射する反対側
発光ダイオード列ＬＥＤＡ２とで構成されている。すなわち、導光板側発光ダイオード列
と反対側発光ダイオード列は背中合わせに配置され、結果として導光板の一側面に２段か
らなる発光ダイオード列が配置されたのと同様の効果を奏する。
【００７０】
　図２４（ａ）は、前記発光ダイオード列ＬＥＤＡ１と発光ダイオード列ＬＥＤＡ２のそ
れぞれの各色のダイオードの配列の一実施例を示した説明図である。発光ダイオード列Ｌ
ＥＤＡ１の各色のダイオードの配列と発光ダイオード列ＬＥＤＡ２の各色のダイオードの
配列は同じとなっており、それぞれ一端側から赤、緑、赤、青、赤、……緑というように
配列されている。
  なお、各色の発光ダイオードのそれぞれの数は、カラー表示用の単位画素の対応する色
を担当する画素の面積に応じて決定されていることは上述したとおりである。
【００７１】
　図２４（ｂ）は、発光ダイオード列ＬＥＤＡ１と発光ダイオード列ＬＥＤＡ２のそれぞ
れの各色の発光ダイオードの配列の他の実施例を示した説明図である。
  発光ダイオード列ＬＥＤＡ１はその一端側から赤、緑、青、赤……赤、緑、青というよ
うに、各色のダイオードがその数を同じくして配置されているのに対し、発光ダイオード
列ＬＥＤＡ２はたとえば、赤、緑、赤、青、……緑というように、その数が異なって配置
されている。
【００７２】
　この場合においても、発光ダイオード列ＬＥＤＡ２の各色のダイオードのそれぞれの数
は、カラー表示用の単位画素の対応する色を担当する画素の面積に応じて決定されている
ことはいうまでもない。
  なお、このような各ダイオードの配列は、導光板側と反対側とが入れ替わって配置され
る構成であってもよいことはもちろんである。
【００７３】
　図２４（ｃ）は、発光ダイオード列ＬＥＤＡ１と発光ダイオード列ＬＥＤＡ２のそれぞ
れの各色のダイオードの配列の他の実施例を示した説明図である。
  発光ダイオード列ＬＥＤＡ１はその一端側から赤、緑、青、赤……赤、緑、青というよ
うに、各色のダイオードがその数を同じくして配置されているのに対し、発光ダイオード
列ＬＥＤＡ２はたとえば赤のダイオードのみが複数配置された構成となっている。
【００７４】
　この場合、導光板側、反対側のそれらの発光ダイオードにおいて、赤色の発光ダイオー
ドの数が最も多く、それ以下の数で緑色および青色のダイオードの数が同数となっている
。このため、カラー表示用の単位画素の対応する色を担当する画素の面積もそれにほぼ対
応した関係となっている。
  なお、このような各発光ダイオードの配列は、導光板側と反対側とが入れ替わって配置
される構成であってもよいことはもちろんである。
【００７５】
　図２５は、本発明による液晶表示装置のバックライトＢＬの他の実施例を示す説明図で
ある。同図に示すように、導光板ＣＬＢに一側面に光源ＬＧが配置され、この光源ＬＧは
該一側面の長て方向に並設された多数のダイオードからなる発光ダイオード列ＬＥＤＡと
、この発光ダイオード列ＬＥＤＡの各ダイオードからの光を該一側面側へ反射させる平面
鏡からなる反射板ＲＦとから構成されている。
  このため、各発光ダイオードはその光照射面が液晶表示パネルＰＮＬ側に指向され、そ
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の光は前記反射板ＲＦによって９０°に光進行方向が変更されて該導光板ＣＬＢの一側面
に入射されるようになっている。
【００７６】
　図２６は、前記発光ダイオード列ＬＥＤＡの各色の発光ダイオードの配列の一実施例を
示す図で、一端側から赤、緑、赤、青、……緑というように配列されている。
  なお、各色の発光ダイオードのそれぞれの数は、カラー表示用の単位画素の対応する色
を担当する画素の面積に応じて決定されていることは上述したとおりである。
【００７７】
　図２７は、たとえば図２５、図２６に示したバックライトＢＬの光源ＬＧの発光を制御
する回路の一実施例を示したブロック図である。
  電源回路ＰＷがあり、この電源回路ＰＷからの電源は表示駆動回路Ｔｃｏｎに供給され
るようになっている。この表示駆動回路Ｔｃｏｎは映像信号駆動回路Ｈｅとの間で信号の
やり取りをするようになっている。そして、この表示駆動回路Ｔｃｏｎからは光源制御装
置ＰＣＣにも信号が送られるようになっており、発光ダイオード列ＬＥＤＡの各発光ダイ
オードのそれぞれの強度の調整ができるようになっている。
【００７８】
　なお、図２７に示した回路を具備させる液晶表示装置の画素としては上述したようにカ
ラー表示用の単位画素の各画素の光透過量あるいは開口率に差を持たせたものであるが、
図２８（ａ）に示す断面図および図２８（ｂ）に示す平面図で示すように、それらは同じ
になるように構成したものであってもよい。
【００７９】
　図２８（ａ）は図５に対応する図で、図２８（ｂ）は図６に対応する図となっている。
図５、図６の場合と比較して異なる構成は、赤色を担当する画素、緑色を担当する画素、
青色を担当する画素の面積、すなわち隣接する一対のゲート信号線ＧＬと隣接する一対の
ドレイン信号線ＤＬとで囲まれた領域はほぼ同じとなっており、それら各領域に形成され
る各部材のパターンも対応する位置に同じ大きさで形成されている。
  そして、この場合におけるバックライトＢＬの光源ＬＧにあって、たとえば赤、緑、赤
、青、赤、緑、赤、青、赤、……というように各色の発光ダイオードが配置されている。
  この場合、各色の発光ダイオードの発光強度は上述した回路で制御できることから、液
晶表示パネルを通して得られる映像に好みによってたとえば赤みがかかった色にしたりす
ることができるようになる。
【００８０】
　図２９は、本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す説明図で、図
２５と対応した図となっている。
  図２５の場合と比較して異なる構成は発光ダイオード列にあり、これらは互いに導光板
の一側面に沿って２列に配置された発光ダイオード列から構成され、それらいずれの発光
ダイオードは反射板ＲＦを介して導光板ＣＬＢの一側面に入射されるようになっている。
【００８１】
　図３０は前記２列の発光ダイオード列の各発光ダイオードの配列の一実施例を示した図
である。導光板に近い側の発光ダイオード列および導光板から遠い側の発光ダイオード列
は、たとえば、そのいずれにおいても、それらの一端側から赤、緑、赤、青、……緑とい
うように配列されている。
  この場合においても、各色のダイオードのそれぞれの数は、カラー表示用の単位画素の
対応する色を担当する画素の面積に応じて決定されていることは上述したとおりである。
【００８２】
　図３１は図２９、図３０に示したバックライトＢＬの光源ＬＧの発光を制御する回路の
一実施例を示したブロック図で、図２５、２６と対応した図となっている。
  光源ＬＧには発光制御回路ＰＣＣから信号１および信号２が供給されるようになってお
り、信号１によって例えば導光板に近い側の発光ダイオード列ＬＥＤＡの各発光ダイオー
ドを発光させるようになっており、また信号２によって例えば導光板から遠い側の発光ダ
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イオード列ＬＥＤＡの各発光ダイオードを発光させるようになっている。
  すなわち、この図に示す制御回路は、導光板ＣＬＢに近い側の発光ダイオード列ＬＥＤ
Ａおよび導光板ＣＬＢから遠い側の発光ダイオード列ＬＥＤＡをそれぞれ独立に制御でき
るとともに、それぞれの各発光ダイオードの強度の調整もできるように構成されている。
  また、この制御回路を図２９に示すバックライトに接続させるように構成した場合、導
光板ＣＬＢに近い側の発光ダイオード列ＬＥＤＡの赤色、緑色、青色の各強度を調整して
白色光に近い色を作り出し、また、導光板ＣＬＢから遠い側の発光ダイオード列ＬＥＤＡ
の赤色の強度を好みに応じて調整するようにもできる。
【００８３】
　なお、図３２は、液晶表示装置の各画素における薄膜トランジスタＴＦＴの形成部分に
おける構成の一実施例の断面を示す図で、たとえば図１のＢ－Ｂ’線における断面図を示
している。
【００８４】
　液晶を介して対向配置される一方の基板ＳＵＢ１の液晶側の面に、まずゲート電極ＧＴ
（ゲート信号線ＧＬ）が形成され、このゲート信号線ＧＬをも被ってゲート絶縁膜となる
絶縁膜ＧＩが形成されている。この絶縁膜ＧＩ上であって前記ゲート電極ＧＴと重畳する
ようにして半導体層ＡＳが形成され、この半導体層ＡＳの上面にはドレイン電極ＤＴ、ソ
ース電極ＳＴが形成されている。
【００８５】
　これにより、ゲート電極ＧＴに電圧（走査信号電圧）が印加されるとドレイン電極ＤＴ
とソース電極ＳＴとの間が導通する逆スタガ構造のＭＩＳ構造からなる薄膜トランジスタ
ＴＦＴが形成される。
【００８６】
　なお、ドレイン電極ＤＴはドレイン信号線ＤＬとたとえば一体に形成され、該ドレイン
電極ＤＴと同時に形成されるソース電極ＳＴは、該薄膜トランジスタＴＦＴを被って形成
される保護膜ＰＡＳに形成されるコンタクトホールを通して画素電極ＰＸと接続されるよ
うになっている。
【００８７】
　画素電極ＰＸをも被って該保護膜ＰＡＳの上面には配向膜ＯＲＩ１が形成され、この配
向膜ＯＲＩ１によってこれに直接に接する液晶の分子の初期配向方向が決定されるように
なっている。
【００８８】
　図３３は、液晶表示装置の各画素における容量素子Ｃａｄｄの形成部分における構成の
一実施例の断面を示す図で、たとえば図１のＣ－Ｃ’線における断面図を示している。
  当該画素において、その薄膜トランジスタＴＦＴを駆動するゲート信号線ＧＬとで当該
画素を挟む他のゲート信号線ＧＬと当該画素の画素電極ＰＸとの間に該容量素子Ｃａｄｄ
が形成され、その誘電体膜は前記絶縁膜ＧＩと保護膜ＰＡＳとの積層体となっている。
【００８９】
　図３４は、液晶表示装置の各画素における薄膜トランジスタＴＦＴとこの薄膜トランジ
スタＴＦＴと近接して配置される容量素子Ｃｓｔｇの形成部分における構成の一実施例の
断面を示す図で、たとえば図１５のＣ－Ｃ’線における断面図を示している。
  薄膜トランジスタＴＦＴのゲート電極ＧＴ（ゲート信号線ＧＬ）と同層に形成されるス
トレージ信号線ＳＬとこのストレージ信号線ＳＬに重畳されるようにして延在される薄膜
トランジスタＴＦＴのソース電極ＳＴとの間に該容量素子Ｃｓｔｇが形成され、その誘電
体膜は絶縁膜ＧＩで構成されるようになっている。
【００９０】
　上述した各実施例はそれぞれ単独に、あるいは組み合わせて用いても良い。それぞれの
実施例での効果を単独であるいは相乗して奏することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
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【図１】本発明による液晶表示装置のカラー表示用の単位画素の一実施例を示す平面図と
その等価回路図である。
【図２】本発明による液晶表示装置のモジュールの構成の一実施例を示す分解斜視図であ
る。
【図３】本発明による液晶表示装置に組み込まれる液晶表示パネルの構成の一実施例を示
す平面図である。
【図４】前記液晶表示パネルの画素の構成の一実施例を示す平面図である。
【図５】図１（ａ）のＡ－Ａ’線における断面図である。
【図６】図５に示す部分を平面的に見た図である。
【図７】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図５、図６に対応する
図である。
【図８】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図５、図６に対応する
図である。
【図９】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図５、図６に対応する
図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図５、図６に対応す
る図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１０（ｂ）に対応
する図である。
【図１２】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１０（ｂ）に対応
する図である。
【図１３】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１０（ｂ）に対応
する図である。
【図１４】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す構成図で、図１０（ｂ）に対応
する図である。
【図１５】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図で、図１と対応し
た平面図および等価回路図である。
【図１６】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図で、図１５に示し
た構成の改良に関する平面図である。
【図１７】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図で、図１と対応し
た平面図および等価回路図である。
【図１８】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す構成図で、図１と対応し
た平面図および等価回路図である。
【図１９】図１８に示した構成の改良を示す平面図である。
【図２０】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す構成図である。
【図２１】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す図で、２段に配
置される各発光ダイオード列の各発光ダイオードの配列を示した図である。
【図２２】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す図で、２段に配
置される各発光ダイオード列の各発光ダイオードの配列を示した図である。
【図２３】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す構成図である。
【図２４】図２３に示すバックライトにおいて各発光ダイオードの配列を示した図である
。
【図２５】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す構成図である。
【図２６】図２５に示すバックライトにおいて各発光ダイオードの配列を示した図である
。
【図２７】本発明よる液晶表示装置のバックライトの光源の発光を制御する回路の一実施
例を示したブロック図である。
【図２８】本発明による液晶表示装置の画素の他の実施例を示す断面図および平面図であ
る。
【図２９】本発明による液晶表示装置のバックライトの他の実施例を示す構成図である。
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【図３０】図２９に示すバックライトにおいて各発光ダイオードの配列を示した図である
。
【図３１】本発明よる液晶表示装置のバックライトの光源の発光を制御する回路の他の実
施例を示したブロック図である。
【図３２】図１のＢ－Ｂ’線における断面図である。
【図３３】図１のＣ－Ｃ’線における断面図である。
【図３４】図１５のＣ－Ｃ’線における断面図である。
【符号の説明】
【００９２】
ＳＣ…シールドケース
ＶＡＭ…視角拡大フィルム
ＰＮＬ…液晶表示装置
ＰＳ…プリズムシート
ＢＬ…バックライト
ＣＬＢ…導光板
ＬＧ…光源
ＬＥＤｒ…赤色の発光ダイオード
ＬＥＤｇ…緑色の発光ダイオード
ＬＥＤｂ…青色の発光ダイオード
ＧＬ…ゲート信号線
ＤＬ…ドレイン信号線
Ｖ…走査信号駆動回路
Ｈｅ…映像信号駆動回路
ＰＸ…画素電極
ＴＦＴ…薄膜トランジスタ
ＳＬ…ストレージ信号線
ＳＴ…ソース電極
ＣＣＭ…凹面鏡
ＬＥＤＡ…発光ダイオード列
ＲＦ…平面鏡
ＰＷ…電源回路
Ｔｃｏｎ…表示駆動回路
ＰＣＣ…光源制御装置
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